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研究成果の概要（和文）：認知症高齢者の急性期病院への入院から退院に至るプロセスを明らかにし、急性期病
院における退院支援モデルを完成させることを目的とした。予定入院16例、緊急入院8例の合計24例が対象とな
った。各症例について、認知機能およびADLを含めた本人の状況と家族の状況に関するデータを、入院から退
院、そして退院後１か月に至るまで縦断的に収集し、入院から退院後１か月の間に生じた問題とその要因を分析
した。その結果、予定入院および緊急入院のケースに対応した退院支援モデルの要素が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the process from hospitalization to
 discharge of the elderly with dementia in an acute care hospital, and to complete a hospital 
discharge support model in an acute care hospital. A total of 24 patients, including 16 scheduled 
hospitalizations and 8 emergency hospitalizations, were included. For each case, data on the 
patient's situation and family situation, including cognitive function and ADL, were collected 
longitudinally from admission to discharge and up to 1 month after discharge. We analyzed the 
problems and their factors. As a result, we clarified the elements of the discharge support model 
for cases of planned hospitalization and emergency hospitalization.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症を有する高齢者が他の疾患の治療を目的として急性期病院に入院する機会が増えているが、その退院支援
には困難が伴う。本研究の成果は認知症高齢者に特有の困難性に対応した退院支援モデルの開発に資するもので
あり、その意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

急性期病院では、治療を終えた患者は速やかに自宅、あるいはそれに準じた療養場所で

ある施設等へ移行してゆくことが求められる。それへの対応として、短い入院期間の中で

も、できる限り患者本人やその家族が治療を継続しつつ、うまく次の療養場所に適応して

ゆくことができるよう、部門・他職種連携の要となって困難ケースを集中的にサポートす

る退院支援部門が設置されるようになった。近年、認知症を有する高齢者が他の疾患の治

療を目的として急性期病院に入院する機会が増えているが、その退院支援は困難ケース

に挙げられる。欧米では退院支援（退院計画 Discharge planning）について多くの実証

研究が積み重ねられている。その中で高齢者の退院支援に関する研究を展開する Naylor

等(1994,1990,2005,2007)は、認知症高齢者と家族に特有のニーズに合った支援モデルの

必要性を指摘し、米国医療体制の文脈で高度実践看護師が中核を担うという高齢者と家

族への支援モデルを提案している。 

一方、我が国において認知症を有する高齢者の退院支援に関わる研究は、課題の重要性

は認識されながらも、緒に就いたばかりで数は多くない。これまでのところ、研究として

取り組まれたものとしては、認知症患者の専門病棟を対象とした入院期間長期化の要因

（小川等 2007; 湯浅等 2007）や、地域医療支援病院を対象とした認知症を有する人と

家族のニーズ（瀧上等 2011）を明らかにするものがある。それによれば、BPSD

（Behavioral and Psychological Symptom of Dementia: 認知症の行動・心理症状）に代

表される認知症特有の問題による高齢者自身の支援ニーズ、不安や介護負担といった家

族の受け入れ困難状況、日々のケアや退院支援の一翼を担う看護師の困難状況が挙げら

れている。ここから、高齢者、家族、ケア提供者である看護師それぞれが困難を抱えてい

ることがわかる。中でも看護師の抱える戸惑いや困難は、認知症高齢者や家族が抱える問

題をより増幅させてしまい、かえって退院後の行き場を狭めてしまっているという可能

性も指摘されている。 

長期療養施設での認知症ケアを研究するWoods, Keady & Seddon(2008）は、より効果

的な認知症ケアの実現のためには、認知症高齢者本人、家族へのアプローチを考えるだけ

では不十分であり、ケア提供者を含めた３者それぞれの状況と関係性を捉えたそれぞれ

へのアプローチが必要であるとしている。このようなアプローチは、急性期医療の場にお

けるケアや退院支援においても同様に重要であると考えられるが、その検証やケアモデ

ル開発は現在のところ皆無である。またその基礎となる研究も十分でない。 
 
２．研究の目的 

本研究では 5 年間の研究期間内に入院から退院後のプロセスを定式化し、それを先行

研究に統合することで、急性期病院における認知症高齢者とその家族、病棟看護師への支

援を含む緊急入院と予定入院という 2 つのバージョンからなる退院支援モデルを開発し

妥当性を検討することを目的とした。 

 
３．研究の方法 
下記の段階を経て急性期病院における認知症高齢者ケースに対する退院支援モデルを完成
させることとした。 

第 1 段階：急性期病院の外来および入院前患者情報収集部門において入院治療を選択した

認知症高齢者の予定入院のケースを対象とし、意思決定プロセスを明らかにする。また入院



後、認知症高齢者が治療を完了するまでのプロセスを明らかにする。 

対象は、急性期病院で 10 日以上の入院治療を必要とする手術を受ける認知症高齢者症例

（本人、家族、および入院に関わる看護 師 ）とした。 

第 2 段階：急性期病院に緊急入院した認知症高齢者のケースについて、家族が退院に向け

て辿るプロセスと、認知症高齢者が治療を完了し退院に向かうプロセスを明らかにする。 

各ケースについて、認知機能および ADLを含めた本人の状況と家族の状況に関するデータ

を、入院から退院、そして退院後１か月に至るまで縦断的に収集し、入院から退院後１か月

の間に生じた問題とその要因を分析した。 

 
４．研究成果 

予定入院 16例、緊急入院 8例の合計 24例が対象となった。 

（1）予定入院 16例のケースについて、途中辞退 1例を除いた 15例を分析対象とした。15

例の認知症の重症度は中等度 7 例、軽度 8 例であった。手術理由は変形性関節症および骨

折 6例、がん 8例、その他 2例であった。いずれも 2016年度の診療報酬改定で導入された

認知症ケア加算に基づいた認知症専門職チームが関わったケースであった。分析の結果、軽

度～中等度の認知障害のある患者は、予定通りの入院期間で治療を終え、退院し、身体疾患

による症状の改善とともに自宅での ADL を拡大しており、認知症専門職チーム介入の有効

性が確認され、その関りの特性が明らかとなった。せん妄を発症した事例の分析、および退

院後 BPSD が発生または悪化した事例の分析から、さらに追加する必要のあるケアについ

て示唆が得られた。 

（2）緊急入院の症例を対象とした第 2段階の調査では、研究協力者の部署異動や新型コロ

ナウイルス感染症拡大によって途中でデータ収集が困難となり、再開の目途もたたないま

ま目標数に至らず 8 例で中止となった。緊急入院８例の入院理由は、骨折 4 例、誤嚥性肺

炎 3例、胆嚢炎 1例であった。入院期間は誤嚥性肺炎・胆嚢炎で長く、退院後に ADLが低

下する傾向があり、退院後死亡の転機をとったケースも 1例あった。このことから、緊急入

院のケースについては特に誤嚥性肺炎・胆嚢炎等での入院の場合に、集中的な退院支援が必

要であることが示唆された。緊急入院については。さらに症例を重ねて検討する必要がある。 
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